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高知県沿岸部の海底石造物の起源推定のためのポータブルXRFの活用

Application of portable XRF analysis for provenance of seabed worked

stone in coastal are of Kochi Prefecture
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　高知県土佐清水市爪白海岸海底には人為的に加工されたと考えられる長さ1mにもわたる巨大な石柱が存在す

る（2016年に28体確認）。この地域ではこれまでに南海地震による津波災害と台風による風水害が多発して

いるため、海底の石柱群は津波や土石流等による陸上からの運搬、もしくは海底沈降による可能性がある。そ

こで本研究では、爪白海底石柱群の起源を明らかにするために、石柱群および近隣に露出している岩石（堆積

岩：三崎層群、来栖野層）、採石場の岩石、石造物を対象に化学分析と岩石物性測定を行った。化学分析は

ポータブルXRF（pXRF）を用いた全岩化学組成分析と粉末X線による鉱物構成比分析を行い、岩石物性測定は

間隙率と密度の測定を実施した。 

 

　ポータブルXRFの結果、12種類の元素濃度（Mg、Si、S、K、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Zr、Pd）に対し

て明確に判読できた。そこで12種類の元素濃度を用いて主成分分析を実施した。すべての種類の堆積岩（砂

岩、シルト岩、頁岩）について主成分分析を実施した結果、第一主成分により砂岩と頁岩が明瞭に区分で

き、Mg、Fe、Tiの分散が強く反映されていることがわかった。さらに、砂岩のみを抽出して主成分分析を実施

した結果、個々の試料の特徴がより明確になった。海底の石柱は三崎層群竜串層（海岸に露出した試料・採石

場の試料）、および爪白集落の建屋の基礎と同じ特徴を示した（Zrの寄与率が高い）。一方、間隙率、固体密

度、および構成鉱物比についてもこの3種類の試料は類似性が認められた。 

　以上の結果から、海底の石柱群は三崎層群竜串層により制作された岩石で過去に爪白地区で基礎や石段とし

て利用されたものと結論づけられる。
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